
１．はじめに

用水路整備工事を担当し、無事に大きなトラブ

ルもなく工事を終了することができた。

４月の末の田植えが始まるころには用水が流れ

てくるが、その時までにどの程度のあぜの植生が

復元するのか確認する資料がなかった。

粘土質の残土で埋め戻しをしたために、乾燥し

ている状態では、非常に硬い法面となっているの

で、雑草の進入は非常に難しいようであった。

しかし、水が入ってくれば、植生の復元が一気

に進みそうであった。

そんなことから、どのようにして植物が復元し、

その復元のためにどの程度の時間が必要であるの

か、記録することにした。

もちろん、このような資料で工事の着手時期が

調整できるはずはないが、十分な資料となるはず

であると考えた。

調査方法

�調査期間
植生が復元するまで１０日から２０日ごとに調査する。

�調査ポイント
建設残土で埋め戻した場所で、植生の復元経緯

がわかる場所とした。

�調査対象
水田のあぜに関わる雑草のみとした。

�調査方法
調査ポイントの１㎡の区画の中の雑草の発生を

目視で確認した。

工事概要

�１ 工 事 名：用水路整備工事

�２ 発 注 者：越谷市環境経済部農政課

�３ 工事場所：越谷市大字恩間新田地内

�４ 工 期：平成１９年９月１４日から

平成２０年２月２９日

�５ 計画断面：図―１の通り

図―１ 計画断面

工事の着手前の状況は写真―１の通りです。

写真―１ 着手前
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２．植生の調査と経緯

表―１
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３．調査結果・評価

施工の規模、施工場所、ミクロの自然環境など

により植生の復元経緯は違うでしょうが、３月に

完成の当現場では、ほぼ２ヵ月半の期間を要して、

あぜの植生が復元した。しかし、黒土・赤土など

の表土で盛土をした現場では、もっと早期の植生

の復元が可能だと思われる。

４．おわりに

工事現場の緑化を考えると３月完了の工事は、

工事完了後に春雨前線が通過し、そして梅雨前線

がやってくるという非常に優れた工事発注だと考

えられる。

日本の湿潤温暖な環境のすばらしさが表土をす

ばやく緑化し、表土の流出を食い止めることがで

きる。

我々が携わった工事の構造物は自然の緑化によ

り仕上げられる。
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